
生徒による学校評価より 

「授業が変われば、学校が変わる」 

令和１年度と令和３年度の生徒による学校評価を比較すると「学力や体力を身に付けられる学校である」の質問に対し、

令和１年度では、肯定的な回答が６２％であったが、令和３年度では、８３％となった。また、「先生や児童・生徒は、学校で

いじめや暴力が起きないように努力している」の質問に対しては、令和１年度では、肯定的な回答が５８％であったが、令

和３年度では、７２％となった。「授業がよく分かる」の質問に対し、令和１年度では、肯定的な回答が６９％であったが、令

和３年度では、８１％となった。「授業が楽しい」の質問に対し、令和１年度では、肯定的な回答が５４％であったが、令和３

年度では、７２％となった。このことから、安心してしっかり学習ができる学校にするには、「授業がよく分かる」「授業が楽し

い」ということが大切であると考える。 

【令和１年度】 

   

【令和３年度】 

   

令和３年度 東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査 

令和３年度東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査において、１年生女子と２年生男女は筋力や持久

力などの８種目の内７種目が、全国平均を下回った。１年男子は、８種目の内４種目、３年生男女は８種目の内５種目が、全

国平均を下回った。３年生女子においては、１年生(令和１年度）の時は、８種目の内ハンドボール投げ以外は、全国の平均

を上回っていた。３年生男子においても全国平均を下回ったのは、反復横とびと５０ｍ走の２種目だけだった。このことから、

コロナ禍において臨時休業や分散登校、部活動の自粛など、運動をする時間の減少が大きく影響していると考えられる。 

 

 

【令和３年度】 

 

 

 

【令和１年度】 


